





































































































































































左衛門）、内邑亭 （斎藤弥惣太）、 つるや （斎藤
千重）、 ふじや （斎藤松太郎）、 かめや （斎藤種
一郎）、 まつや （斎藤治一）、 竹林亭 （高梨忠左



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































究員研究紀要』 30 曹洞宗宗務庁 2000）等があ
る。
⑼　藤浪剛一「温泉の発見と伝説」（『温泉知識』

























































㊳　註 ⒇ の文献に同じ、目次および20 ～ 25頁。







































編』 6  長野県史刊行会　1989）。歌号に「鹿」
があることから、鹿教湯の命名は、この人物を
中心になされた可能性も考えられる。なお、中
風坂の途中には「鹿教湯紀行詩歌掲示板」が掲
げられ、旅人の詠んだ詩歌を記した木製の短冊
が多くみえる。現在も歌とのつながりの強い土
地である。
＜付記＞本稿は、公益財団法人トヨタ財団
2010・2011年度「研究助成」による研究成
果の一部である。同財団には記して感謝の意
を表したい。また、本稿作成に当たっては、
鹿教湯温泉の皆様、霊泉寺温泉の清水研一氏
に大変お世話になった。心より御礼申し上げ
たい。
